
平成 26年度のじぎくクラブ兵庫の東日本大震災被災地支援の取組み 

 

平成 27 年 3 月 31 日現在 

 平成 23 年 3 月 11 日、東日本大震災が発生してから早や 4 年が経過しました。甚大な被害を受けた被災地では、

復興・クラブ再建に取組まれています。のじぎくクラブ兵庫では、大震災発生以降、元気袋や、四季折々に手作り品

等をつくり、県下全市町老連が被災地支援に取り組んできました。 

 

 

 

  

西脇市老人クラブ連合会和田熟年クラブでは、休耕田を利用して 

花苗を育て、公民館等公共施設に植付けしたり、潤いの空間づくりに 

取組んでいます。 

 地域で身の丈にあった支援の輪を広げようと、平成 24 年度に続いて 

平成 26 年 6 月 3 日（火）「ゴテチャ」の切花 600 本を岩手県宮古市の 

仮設住宅に送りました。 

 宮古市では生花の支援ということで、宮古市老連会長はじめクラブ 

の皆さんが待ち受け、6月 5日午前花が到着すると同時に、田老地区の 

仮設住宅に、「兵庫から届いた花ですよ」と紹介しながら入居者に配ら 

れました。入居者は早速玄関に活けられ水揚げもよく明るくなったと 

大変喜ばれました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【玉ねぎの収穫】 

昨年の 11 月に植えつけした玉ねぎ 6,000 本が、南あわじ市の田中様

のお力添えや淡路ブロックの 3市の役員並びに若手委員の皆さんと県

老連女性・若手委員で平成 26 年 6 月 3 日に約 2000 ㎏余り収穫できま

した。全

国から申

し込みが

あり、6

月 3日に

はすでに完売し発送を終えました。その収穫の中

から、昨年兵庫県の高齢者の集いに郷土芸能等を

披露して交流を深めている福島県大熊町と楢葉町

老人クラブ連合会の皆さんに各 30 箱（10 キロ入

り）づつお送りし大変喜ばれました。 

                                   

休耕田利用の「のじぎくクラブ兵庫農園」 

「仮設住宅での暮らしに、少しでも潤いを・・・・・」ささやかな支援 
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  収穫の玉ねぎの箱詰めを終える！ 



【じゃがいもの収穫】 

平成 26 年年 3 月に加西

市の金澤氏の畑でじゃが

いも 3種類（メ－クイン・

男爵・きたあかり）を植え

付けし、6 月 21 日（土）

に県老連女性・若手委員

や芦屋市老連の会員たち

がじゃがいも 350 ㎏を掘

り起しました。玉ねぎと同様に全国から申し込みを受け付け、6 月 21

日に申込み者に発送をすませ完売しました。 

 

 

 

 

 

のじぎくクラブ兵庫は、東日本大震災被災地の仲間を励まし、                          

「忘れていないよ」の気持ちを少しでも伝えるために平成 26 年 

6 月末～7 月上旬にかけて、岩手県 

宮古市老連へ 680 本、宮城県石巻 

市老連へ 500 本を被された皆さん 

に手作りの「元気うちわ」を届け 

ました。「元気うちわ」は兵庫県下 

各市町老人クラブ連合会の皆さん 

から、ご協力いただいたもので、 

それぞれに絵・書・ちぎり絵等で 

工夫を凝らし、メッセ－ジを添え 

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあいの祭典における健康福祉まつりが平成 26 年 11 月 8(土)

～9（日）に豊岡市日高町の県立但馬ド－ムで開催されました。 

のじぎくクラブ兵庫は「東日本大震災被災地支援、みんなで参加

して応援しよう！」のテーマで、各市町老人クラブ連合会から提供

していただいた商品を販売しました。 

当日は、チャリティバザ－の他に、但馬ブロック各市町老連から

野菜や花苗、栃もちぜんざい等の販売や玄さんのキ－ホルダ－づく

りの体験等を出展し賑わいました。 

 チャリティバザ－やのじぎくクラブ兵庫農園での収穫物は、本会

の年度初めの会議や研修会・大会等でも販売し、平成 27 年 3 月末日

現在 959,031 円集まり、玉ねぎやじゃがいもの苗代等や、元気うち

わの材料費に充当し、一部は丹波市の水害における被害に対しての

支援を実施しました。 

 また、各市町老連からテレホンカードや、切手等も提供していただいており、今後の災害支援に役立たせたいと 

思います。 

 

東北の夏に涼を届ける！ 

 

 

 

サンテレビ「ひょうごワイワイ」が取材 

阪神・淡路大震災から 20 年目を迎え、

当時励ましてもらったのをふり返り、

東北の皆さんに元気になって貰いたい

たいと「元気うちわ」を作成する芦屋市

老連 

 

 

 

ふれあいの祭典「但馬まるごと感動市」における健康福祉まつりで 

東日本大震災被災地支援チャリティバザ－実施！ 

 

こころを届ける！ 

神崎郡市川町老連女性部は、手作り品を

作って被災地に心を届けようと、町内の女

性部の皆さんに材料の提供をお願いしま

した。毛糸やウ－ル等が集まり、女性部有

志 6 人が、帽子・マフラ－・半纏などを作

り、平成 26 年 9 月末に寒さが早く来る岩

手県宮古市老連に手作り品 50 点程送り、 

被災地の皆さんに喜ばれました。 

 


